
  

Brass Trio “ GROOOVE ” 
ブラストリオグルーヴは、2019年 4月、曽我部清典の呼びかけにより結成されたトランペット・ホルン・トロンボーンによる金管三重奏団です。曽

我部は現代音楽のスペシャリストとして、また一方上野の森ブラスのコンサートマスターとして吹奏楽界で幅広く活動、洗足学園音楽大学と茨城

大学で教鞭を執っています。鈴木謁子（すずきえつこ）と直井紀和（なおいのりかず）は、曽我部が教鞭を執る洗足学園音楽大学の卒業生で、在

学中曽我部に室内楽を師事、その後ヨーロッパで長年研鑽を積み帰国しました。現在は日本を起点として国内外で演奏活動を行っています。ユ

ニット名のグルーヴは溝（みぞ）という意味で、洗足音大がある「溝の口」という地名と、日本と欧州との「溝」を意識しながらその溝を埋めるべく活

動していこうという気持ちも込められています。音楽のグルーヴ（ノリ）を大切に演奏していこうという気持ちの表れでもあります。結成から約３

年、長いヨーロッパの歴史に裏付けされた、新しい時代の音楽を探し続けます。 

 

◆Profile 

Trumpet Trio “ WEAPON ” 
トランペットトリオウェポンは、2021年 5月、曽我部清典の洗足音大最後の弟子である植竹佑太（うえたけゆうた）と本多遥（ほんだはるか）と曽

我部清典（そかべきよのり）とで結成されました。ウェポンは英語の WEAPON(武器)で、音域拡大のためのピッコロトランペットやフリューゲルホ

ルン、F管のトランペットまでを武器と考え、音楽に力を！という願いを込めて、曽我部が名付けました。植竹は、現代音楽やブリティッシュブラス

のフィールドで、本多は映画音楽を中心とした金管アンサンブルで主な活動を行っています。このトリオは今年２月には日本トランペット協会主催

のコンサートに出演するなど、トランペット界から多くの注目を浴びています。 

 

《トランペット 植竹佑太 / ウエタケ ユウタ》 

一見頼りなさそうな風貌に見えるが、現代作品に向き合った時の集中力と感性には素晴らしいものがある。 

門下きってのハイトーンプレーヤー。 

◆曽我部清典 Profile  

《トランペット 本多遥 / ホンダ ハルカ》 

大学のゼミでは１年時からゼミ長を務めるなど、包容力のある性格で誰からも好かれている。 

フットサルを趣味とするなど、その体型に反してフットワークは軽い。 

《トランペット 曽我部清典 / ソカベ キヨノリ》 

東京藝術大学音楽学部器楽科卒。近藤譲率いる現代音楽アンサンブル・ムジカプラクティカに参加、国内外の新作初演に数多く携わる。 

現在も、現代音楽のスペシャリストとして、多くの新作初演を手がけている。ALM レーベルより 4枚のソロ CD をリリース。 

『透明な孤独』は、音楽芸術などで特選盤の評価を受けた。近年はデュオ・トリオに傾倒しており、今日の２つのトリオの他、山田岳（ギター ） 

會田瑞樹（打楽器 ）大田智美（アコーディオン）とのデュオリサイタル進行中。 

洗足学園音楽大学・茨城大学教育学部講師、日本トランペット協会常任理事。 

上野の森ブラスコンサートマスター。曽我部ミュージックパブリシング代表。野口体操同好会「のの会」主宰。 

 

《ホルン 鈴木謁子 / スズキ エツコ》 

豊かで澄んだ響きとそのおおらかな性格で周りの空気を和らげる。 

ドイツ語教師の資格も持ち、フルマラソンを走るなど、強い意志と身体を誇る。 

 
 

◆Member Profile by Kiyonori SOKABE 

《トロンボーン 直井紀和 / ナオイ ノリカズ》 
苦労人だが、それを感じさせない明るさと活力を持つ。ベーコンを自作するなど味に対する拘りも半端ない。 

やや短気なところがところが玉にきず。 

 


